
第5号                  

 

 

 

11 月は児童虐待防止推進月間です 「気づくのは あなたと地域の 心の目」  

全国の児童相談所の平成 23 年度児童虐待相談対応ケース数は、
59,862件で前年度と比べ約4,700件増と大幅に増加し、東大阪市での
対応件数も増え続けています。 
ここ数年、児童虐待により子どもの尊い生命が奪われるなど痛まし
い事象が後を絶たず、本市においても重大な事象が生起しており、社
会全体で早急に解決すべき重要な課題となっています。また、乳幼児
期の虐待は子どもの情緒・行動面に様々な影響を及ぼすことがわかっ
ています。 
このような中で学校園は、教職員が日頃から子どもの健康状態や出
席状況、服装などを知ることができるモニターとして、重要な役割を
担っている機関です。学校園生活の中で、問題行動や言動などを子ど
ものＳＯＳのサインとして捉え、虐待を早期に発見することが求めら
れます。 
 多くの人たちに児童虐待問題に対する深い関心と理解を求め、虐待
のないまちづくりをめざして、関係機関との連携強化を図っていきま
しょう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

子育て講演会が開催されます 

 11月の児童虐待防止推進月間にあわせ、11月28日（水）午後2時より、子育て講演会が開催されます。（東大阪
市要保護児童対策地域協議会、子どもの相談機関連絡会共催）テーマは「子育てと関わる人たちの力」で、講師は
作家で保護司の大沼えり子さんで、会場はイコーラムホールです。（申し込み・問い合わせ：東大阪市子どもすこや
か部子ども家庭室子ども見守り課 電話06－4309－3197 FAX06－4309－3817） 

虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに 
悩んだときには、児童相談所や市町村の窓口に連絡してください。 

虐待と思ったらすぐお電話を 

児童相談所全国共通ダイヤル 0570－064－000 

～通告は支援のはじまり～ 

大阪府東大阪子ども家庭センター 06－6721－1966 
           （休日・夜間）072－295－8737
東福祉事務所（東家庭児童相談室）072－988－6619
中福祉事務所（中家庭児童相談室）072－960－9274
西福祉事務所（西家庭児童相談室）06－6784－7982

オレンジリボンには 
子ども虐待を防止するという 
メッセージが込められています。
 

○ 東大阪市学校教育基本目標 

すべての子どもに生きる喜びとあすをつくる力を 

○ 東大阪市学校教育重点目標 

学校園の活性化と確かな学力の育成 

総合的視点に立つ教育の推進、人間尊重に徹した人権教育の実践、

信頼に応える学校園経営、学校園・家庭・地域の協働 
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10月27日（土）東大阪市総合体育館（東大阪アリーナ）において、キンダーフェスタが開かれました。 
東大阪市立幼稚園 19 園の全職員が、子どもたちと保護者が一緒に楽しむことのできる「あそび場」を用意し、
会場全体が子どもたちの笑顔であふれる一日となりました。 
オープニングセレモニーでは、枚岡幼稚園、縄手北幼稚園、玉串幼稚園、弥刀東幼稚
園の園児が、合唱やダンスを元気いっぱいに発表しました。また、小アリーナでは、全
園の共同作品の大絵画が迫力いっぱいに展示されていました。 
 『あそびの広場』では、様々に工夫を凝らした４つのコーナーが設けられました。 

 
・「とびだすおばけ」や「プロペラ」などを作る“制作コーナー” 
・魚釣りや輪投げ、伝承あそび、的あてなどの“ゲームコーナー” 
・先生がお話をしてくれたり、自分でゆっくり絵本を読んだりできる“おはなしコーナー” 
・お弁当作りやエプロンシアターをとおして体や食べ物のことがわかる“ほけんコーナー” 

 
子どもたちはそれぞれのコーナーで、保護者と一緒に創作をしたり、体を動かしたり、 
おはなしを聞いたりして楽しみながら、遊びをとおした学びを体験していました。 
 

 

 
 午後４時の教室。窓から差し込むオレンジ色の夕日が、先生と子どもをあたた
かく包み込んでいます。これは東大阪市の小学校通級指導教室での一場面です。
教室から子どもと先生のほのぼのとした会話が聞こえてきます。「歯医者さんで歯
の写真を撮るのがあった！」「歯のレントゲンやね」「ロボットみたいだった！」
何気ない会話ですが、子どもは「いつ」「どこで」「だれが」「何を」「どう思った」
というカードを机の上に並べ、それを見ながら先生に分かりやすく伝える練習を
する授業です。別の時間帯に支援を受けていた子どもは、「しゃ」「しゅ」「しょ」
等から始まることばをそれぞれ３つずつ考え、語彙を増やすトレーニングと読み

の練習をテンポよく行っています。「しゅりけん！」「シュークリーム！」。最後にはちょうちょ付き花マルをもらっ
て大喜びでした。 
 現在、東大阪市は通級指導教室を永和・縄手・荒川・花園北の各小学校と
若江中学校の５校に設置しており、構音障害や吃音等のことばの支援や、発
達障害等のある子どもの支援を行っています。支援学級に在籍していない子
どもが対象で、他校から通う子どもは、週に１時間のペースで放課後等に継
続的な支援を受けています。通級指導教室の先生は在籍校の先生や保護者と
連絡ノート等で情報を共有し、子どもの自尊感情を育むことも大切にしなが
ら連携を図っています。       
通級指導教室についてのお問い合わせは学校教育推進室までお願いします。 
 


